



















































































































たモラリティは、第 5 章における金銭のやり取りにも見出せる。また第 6 章においては、
店長の存在の重要さが改めて浮き彫りになった。それは、店長が、演奏者、客、スタッフ
という三つの役割を持ち、〈常連〉たちに対して権威的でありながらも水平的という包括的
な存在であり、彼の実践が〈ちゃんと〉というモラリティを醸成させるある種の見本とな
っていることであった。また同時に、店長が〈常連〉をはじめとする HOLの内部的な部分
とメジャー系やカリスマ的ミュージシャンとのつながりを持つ両義的な存在であることが
場の全体を活性化する起点となっていたのであった。 
このように、これまで不可視化されていたライブハウスにおける〈近傍〉と〈ローカリ
ティ〉の生産を端的に示す事例であるライブハウス HOLでは、店長を中心とした〈常連〉
たちのモラリティによって経済的にも維持されるとともに内閉化しない活性化された場と
して再生産されていたということが明らかにされた。 
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